
●　グルカゴン　（IRG）●　グルカゴン　（IRG）●　グルカゴン　（IRG）●　グルカゴン　（IRG）

　　≪対象疾患≫ ≪関連項目≫

　　　　・グルガゴノーマ（グルカゴン産生腫瘍） 　　・グルコース 　　・活性型 ＧＬＰ-1（抽出法）

　　　　・糖尿病 　　・インスリン

●　トリコスポロン・アサヒ抗体●　トリコスポロン・アサヒ抗体●　トリコスポロン・アサヒ抗体●　トリコスポロン・アサヒ抗体

　　トリコスポロン・アサヒ抗体は夏型過敏性肺炎の主要な原因真菌です。

　　≪対象疾患≫

　　　　・夏型過敏性肺炎

　　　　　夏型過敏性肺炎は、トリコスポロン属の真菌胞子の反復吸入により発症するアレルギー性肺疾患で、

　　　　日本の過敏性肺炎の約70％以上を占める特徴的な疾患です。

　　　　　発症時期は、トリコスポロンが高温多湿の居住環境で増殖する7月をピークとした夏季に多く、発症

　　　　環境の大部分は患者自宅です。予後は、亜急性では良好ですが、居住環境から原因抗原が除去され

　　　　ずに再発を繰り返して慢性型に移行すると、肺の繊維化をきたし呼吸不全に至ることもあり、早期診断

　　　　が必要です。最近では、居住環境の気密化や加湿器の普及により、発症環境は古い木造家屋に限ら

　　　　ず、発症時期も長期化の傾向があるといわれています。

　　　　　トリコスポロン・アサヒ抗体検査は、呼吸器系感染症や間質性肺疾患との鑑別に有用と考えられます。

　　　≪関連する項目≫

　　　　　・白血球数

　　　　　・CRP

　　　　　・特異的 IgE　（C-PAC16 アレルゲン）　鼻炎・喘息用

グルカゴン　（ＩＲＧ）
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Ｄ　（EDTA-2Na+アプロチニン入り）

4～11日

ＲＩＡ２抗体法

検 査 項 目 名

項 目 コ ー ド

容  器

所 要 日 数

項 目 コ ー ド 7449-02

　※１ 【 トリコスポロン・アサヒ抗体  判定基準 】

検 査 方 法

基 準 値 （ 単 位 ）

実 施 料

判 断 料

生化学用　X　X　X　X

所 要 日 数 7～15日

検 査 方 法 Antigen-captured ＥＬＩＳＡ

70～174　（pg/ml）

150点　（Ｄ008「内分泌学的検査」の15）

144点　（生化学的検査（Ⅱ））

検 査 項 目 名 トリコスポロン・アサヒ抗体

基 準 値 （ 単 位 ） 0.15未満　（CAI）   ※1 判定基準 上記参照

実 施 料 900点　（「Ｄ014」自己抗体検査の25）

0.30以上

判定

陰性

判定保留

陽性

容  器

判 断 料 144点　（免疫学的検査）

検 査 材 料 血液　（３ml）

検 査 材 料 血液　（３ml）

C A I 

（Corrected Absorbance Index：補正吸光度）

0.15未満

0.15～0.30未満


